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取り組みの目的
情報を伝達する媒体としてはディスプレイや紙など様々なものが存在する。選
択的注意を獲得するアプローチとしては見せ方、デザイン、内容があるが、
ディスプレイを用いることで見せ方としては変化、デザインとしては色、内容
としては顔や目の使用など、様々な手段を選択することができる。他方、ディ
スプレイは設置へのハードルの低さではPOPに及ばない。本研究は、設置でき
ない場所の少ないPOPを対象に、照明の消灯を誘発する効果を検証する。

省エネ行動誘発のアプローチ
本研究では、岡山県倉敷市の消防署、出張所、分署を対象に、照明のスイッチ
近傍に小エネルギ行動を求める情報を設置し、その情報の有無および内容によ
り不在時の照明の点灯時間の差の有無及び程度を確認する。
貼り付ける情報の設計にあたっては、倉敷市消防局及び関連部署へパーソナリ
ティに関するアンケートを事前に実施し、全体に占める割合の高い属性を対象
としたイラストおよび文章を作成した。照明の点灯・消灯の判断は、人感セン
サ付きライトおよび照度計を用いた。

ナッジの効果
2か月間の測定のうち、センサのみが設置され情報は設置されていない期間と
比較して、情報を設置した後の方が、不在時に照明が点灯している時間のうち
一日の中で最も長く点灯していた時間は短くなった。消防関連施設というであ
ることを加味すると、消防や救急による突発的な不在が生じるような施設で
あっても、情報の設置により照明の消灯行動が誘発される傾向が示唆された。


